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1) Activities of the next year (or so): R&D, construction, bench tests,
   design work, simulation studies...
2) Plans for publishing test beam results
3) Plans for test beams after the FNAL/CERN shutdowns
4) Overall goals of the project (given the possibility of a Japanese
   Higgs factor): milestones, timelines...
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Activities of the next year
n 2013

n establish technology for integrated 
read out system with sensor plane

n beam test at DESY July with SiECAL

n hope combined read out...

n 2014 

n  construction of a small scintillator-
strip HCAL module and beam test 

MPPC and scintillator development 

supported by JSPS budget

simulation work is undergoing 図 3.14: EBUと CIB
今回のテストビームのための台に EBU と検出層 (MPPC とシンチレータ) と CIB を設置して
いる。左側の回路が EBU であり、その下に検出層がある。右側の回路が CIB であり、図 3.16

のように DIF、CALIB2、POWER2 ボードが搭載されている。また EBU と CIB の接続は
Flex lead が用いられている。

図 3.14は EBUと CIBを接続した状態の画像である。CIBと EBUの接続
には図 3.15の Flex leadを用いる。これはEBU-EBUの接続にも用いられる。
図 3.16は、CIBの図である。

3.4.2 SPIROC2b

SPIROC2bは Slicon Photomultiplier Integrated ReadOutの略称である。
SiPMやMPPCのような小型で低電圧で扱える光センサーを大量に用いたカ
ロリメータの読み出しに特化した集積回路である。SPIROC2bは一つで 36ch

のMPPCを制御することが出来る。

3.4.2.1 SPIROC2bの制御領域

この試作機に用いられた SPIROC2bは Chip ID 129~132であり、それぞ
れ図 3.18のような制御領域を持っている。また各チップの各チャンネルはこ
の図のような複雑な配置になっている。これは回路上の都合のためである。

3.4.2.2 MPPC印加電圧

一つ一つのMPPCには、個々のブレークダウン電圧に違いがある。この
ため、SPIROC2bには個々の chにかける電圧を 0-5Vの間だけ調節する機能
が備わっている。今回のビームテストでは、あらかじめ測定しておいた各ブ
レークダウン電圧 (図 3.20)から 2.5V上げた電圧がかかるように設定した。
図 3.19はMPPCの印加電圧の設定画面である。電圧は 5V/256 ≈ 20mV の
単位で変更可能である。

20

2



Plans for publishing test beam results

n 2007 DESY beam test

n will be published soon 

n 2008-2009 FNAL beam test 

n will be published in this year

n 2012-2013 DESY beam test 

n depends on the results

図 3.1: FNALテストビーム
中央の金属製の箱が電磁カロリメータであり、タングステン板とシンチレー
タが積層されている。そこから読み出しケーブルが延びており、外部の読み出
し回路に接続されている。MPPCの信号は読み出し回路の中の ASICによっ
て処理され、デジタルデータに変換される。

シンチレーション光 は物質中で長波長の青や緑の光に変換されることによっ
て物質の外にシンチレーション光が多く出るようになる。

3.2.2 MPPC

検出には浜松ホトニクス社製の 1600pixelのMPPCを用いた。MPPCは
以下の特徴を持っている。

• 優れたフォトンカウンティング能力

• 低バイアスで動作

• 高い増幅率

• 安価で小型

• 磁場の影響を受けにくい

これらの特徴がシンチレータストリップ ECALを実現可能にしている。

動作原理
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Figure 3: Photograph of the ECAL test module mounted in the beamline; an
absorber plate is being inserted.
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Overall goals of the project

n construction ready in two years

n including scintillator production
n photosensor test

n integration into read out electronics
n module production

n rooms for modification

n scintillator & photosensor 
configuration

fixed design and plan 
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